
1 時間で内容がわかる導入セミナー 

グローバル知財戦略 

～欧米・中韓および中南米における知財実務の現状～ 

 

実施日程 1 月 22 日（月） 18:30～19:30 弁理士会館 

受講料 1,000 円 

対象者 

 海外企業や現地代理人の知財実務・知財ビジネスの現状について興味がある方 

以下、「グローバル知財戦略」の対象者 

 欧米・中国・韓国や中南米における知的財産法制度の学習だけからは得られない、現地企

業や現地代理人の知財実務の実情やビジネス商習慣などについてより詳しく知りたい方。 

 知財経営コンサルタントを目指す方であり、欧米・中国・韓国や中南米における知財の実

際の状況を踏まえて、自社や支援先企業へ知財戦略策定支援を行いたいと考えている方。 

 海外企業や現地代理人とコミュニケーションを取っており、より円滑に意思疎通を図りた

い方 

 海外企業や現地代理人とのコミュニケーションが増える方、海外駐在・出張の機会がある

方。 

（世界各国の知財実務の現状についてご関心があれば、弁理士以外の方も受講できます。） 

概要 

ねらい 

 「グローバル知財戦略」（全 3 回）の内容や目的、受講することで得られる知識について講座

コーディネーターから説明する 1 時間の紹介セミナーです。以下が「グローバル知財戦略」の

概要とねらいです。 

 グローバル化が進展し、様々な製品・サービスがコモディティ化する現在において、戦略

的な知的財産の活用によって事業戦略やビジネスモデルを確立・推進し、自社既存ビジネ

スの保護・発展および新規事業の開発を行うことが必要とされています。そのような業務

を遂行できる知財人材として、日本国内だけではなく海外も含めたグローバル展開を念頭

に置いた知財戦略を策定するためには、海外の特許法をはじめとする知的財産制度などの

法的知識だけではなく、海外企業や現地代理人の知財実務の現状や知財に対する考え方、

ビジネス商習慣についても理解しておく必要があります。 

 本講義では、日本国内にとどまらずグローバルの知財の現場で活躍されている知財実務家

の講師陣によりプログラムが構成されています。また、講師からの講義という一方的な座

学だけではなく、事前質問や質疑応答も積極的に交えることによって、グローバル知財戦

略策定ができる知財人材になるための基礎を固めていただきます。 



 

到達目標 

 「グローバル知財戦略」(全 3 回)の講座の目的および全体像の把握、講座に参加することで得ら

れる知識を理解する。 

以下、「グローバル知財戦略」の到達目標 

 グローバル（特に欧米・中韓および中南米）における現地企業や現地代理人等の知財実務の

現状や知財に対する考え方などを学ぶ。 

 海外企業や海外の現地代理人の知財戦略を踏まえた上で、自社または支援先企業への知財

戦略提言を行うためのベースを築く。 

講師 

略歴 
 

 

 

 

野崎 篤志 氏（講座コーディネーター） 

株式会社イーパテント 代表取締役/知財情報コンサルタント 

日本技術貿易株式会社IP総研コンサルティングソリューショングループ
のマネージャーを経て、外資系特許調査・分析企業であるランドン IP 日
本オフィス立ち上げ時に参画し、顧客開拓・マネジメント全般を統括。平
成 29 年 5 月に株式会社イーパテントを設立し、代表取締役社長に就任。
自動車・エネルギーおよびヘルスケア分野を中心に技術動向分析、競合
他社分析、知財デューデリジェンス、新規事業開発・アイデア創出支援な
どの知財情報コンサルティング業務に従事。著書に「調べるチカラ」（日
本経済新聞出版社）、「特許情報分析とパテントマップ作成入門 改訂
版」（発明推進協会）、「特許情報調査と検索テクニック入門」（発明推
進協会）。金沢工業大学院 イノベーションマネジメント研究科 客員
准教授。 

 

内容 

（予定） 

1. はじめに 

 グローバルにおける日本の知財を巡る状況（主に統計ベースに） 

 海外知財関連セミナーの状況 

2. 「グローバル知財戦略」の紹介 

 「グローバル知財戦略」の目的とプログラム内容 

 「グローバル知財戦略」の講師紹介 

3. 質疑応答および今後の学習にあたって 

 講座受講にあたっての質問 

 「グローバル知財戦略」受講にあたっての事前学習 


